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論  文  名 福地源一郎研究序説――明治前期における「公論」と「国民」の形成 
本論文は、明治前期において福沢諭吉と並び称せられた福地源一郎の言論活動を、「公論」と
「国民」の形成という角度から照射することで、明六社や自由民権運動を中心に構築されてきた
従来の明治前期思想研究の枠組みに、新たな展望を切り開くものである。 
序論「福地源一郎研究の視角」では、本論文の課題と意義が言明され、それをもとに先行研究
の成果と問題点とが指摘される。ついで、各章における課題が概観される。 
第一章「「新聞記者」の誕生―福地源一郎の自己認識を中心に」では、福地が「新聞記者」の
社会的責務を、言論の力で、「人心」や「輿論」を牽引し、社会を発展させる点にあると自己認
識していたことが論じられる。またそれは、社会的対話を喚起し、「大衆」を「変革」させると
する点で、明六社などの貴族主義的な啓蒙のあり方とは、一線を画するものであったと指摘され
る。第二章「政論新聞化と福地源一郎―『東京日日新聞』の変容とその影響」では、自覚的な国
民の形成という課題を日本の新聞が追求するようになった「民撰議院論争」における各新聞の言
論活動の実態を精査することにより、新聞「論壇」化に果たした福地の決定的役割の意義が論じ
られる。第三章「福地源一郎の「国民」形成論―士族平民民権論争を中心に」では、民権の主体
をめぐる論争の内容を再照射することで、従来の「民権派／官権派」「急進派／漸進派」という
明治前期思想研究の二項対立的な視角では捉えきれない、福地の「国民」形成論の独自性を浮か
び上がらせている。第四章「福地源一郎における「輿論」と「国民」―「華士族」をめぐる論争
を題材に」では、福地の「国民」形成論の独自性が、社会に根強く残る階層意識を言論の力で刷
新し、だれもが議論に能動的に参加できる民主的「国民」の連帯の創出にあったことが論じられ
る。第五章「「双福」と「自治」―明治前期における二つの「国民」像」では、「自治」をめぐる
福地と福沢諭吉の認識を比較することで、福地の「自治」論には、暴力性や欺瞞性をも内包する
「文明」論的思惟を相対化し、旧慣の中で培われた「平民」の生活体験に「自治」の伝統を見出
すという特徴をもつことが論じられる。 
結論では、各章の内容がていねいに総括され、残された課題と展望が的確に指摘されている。 
 本論文は、粘り強い史料調査、明確な論点の提出、叙述の堅実さ、全体の有機的な構成等の点
で、きわめて高い成果を収めている。論証の徹底性、問題提起力の大きさ、新たな視座の提示、
政治史との連関等の点で、今後の研鑽の余地を残しているが、本研究を始点として、今後の明治
前期思想研究が確実に進展していくことが期待される。本論文の成果が、斯学の発展に寄与する
ところ大なるものであることは疑問の余地がない。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の
学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
